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1 英文論文執筆の為の若手講習会

Workshop for Young Reserchers to Write 

Reserch Papers in English

開催 日 2009年5月13日

企 画 研究成果発信支援・プログラム委員会

講演者  小嶋祥三(脳 と進化班)

 2009年5月13日 、慶應 義塾 大学 三田 キャ ンパ ス研 究室棟 にお

い て 「英文 論文執筆iの為 の若手講 習会」 が開催 され た。 当 ロは

塾 内外の大 学院生 を中心 に非常 に多 くの出席が あ り、 ス ター ト

直後 に急遽座 席数 が増設 された ほ どで あった。参加 者 の中 には

英 文論 文執筆 経験 の ない学 生 も多 く、「英 文論 文執 筆」へ の高

い 意識が伺 えた。

 講習会 は前 後半 に分 かれ てお り、前 半で は グローバ ルCOE

事務 局か ら、若 手研 究者発 信支援 の事務 手続 きが説 明 された。

後 半で は小 嶋祥 三先生 か ら英文論 文掲載 まで の流 れが説 明 され

た。執筆 や再投稿 等の過程 か具体 的 に説 明 されたが、 それ は論

文 執 筆経 験 の ない者 に とって も大 変分 か りや す い もの であ っ

た。 また、引用 度数 の高い論文 執筆 を 目指す こ とに関連 して各

種 デー タベー スの使 用 法やImpact Factor(IF)の 意味 が説 明

された。IFを 考慮 す る こ とは もち ろん重要 で あ るが、 それ 以

上 に長 く多数 回引用 され る 「良い論文 」 を 目指す こ とが強調 さ

れ、英文 論文執 筆 を習慣 付 ける ことの大切 さが繰 り返 し述べ ら

れた。確 か に今 の私 に とって英 語 とい う第二外 国語 は一つ の壁

であ る。 しか し、英語 云 々の前 に論文 執筆 とい う行為 さえ習慣

付 い てい ない 、 とい うこ と も今 の私 の正直 な ところなの だろ う

と思 った。講 習会の最 後 には、昨年度 の同講 習会 を機 に英文 論

文執筆 を行 った大学 院生の例 な どが紹 介 され、私 自身 も大 い に

刺 激 を受 けた。 今回 の講習会 を通 し、 英文論 文 に関 して は、 ま

ず は動 いて(書 く)慣 れて い くことが大切 だ とい うこ とを再 認

識 した。                  (一方井祐 子)

A"Workshop for Young Researchers to Write Research

Papers in English"was held m Keio University on May 13,

2009Professor K(り1ma speclncally explalned the lmpor-

tance of writing m English Many participants, who are

graduate students, listened eagerly and attentively to his

lecture Profbssor K(ηlma repeatedly emphaslzed that wrlt-

mg research papers m English should become a habit among

young Japanese researchers, m order to transmit their

findings to the world Wrrtmg itselfis enough a big challenge

f<)rme, even more ln Engllshl However, because of thls

lecture, I have come to feel that I should not shrink from

English, but try to write as best as I can, until I get used to

li
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